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東商園遊会／警視庁本部・国会議事堂視察会

新
緑
眩
し
い
な
か
、
高
輪
「
開
東
閣
」

に
て
東
商
園
遊
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
４
月
18
日（
火
）
山
口
信
夫
東

京
商
工
会
議
所
会
頭
以
下
349
名
が
、
麗
ら

か
な
晴
天
の
下
に
集
ま
り
ま
し
た
。「
開

東
閣
」
は
、
岩
崎
家
の
別
宅
と
し
て
明
治

後
期
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
風
光
明
媚
な
館

と
木
立
に
囲
ま
れ
た
広
い
庭
園
は
現
在
で

は
迎
賓
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
会
頭
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り

「
今
年
の
商
工
会
議
所
は
、
実
行
す
る
・

信
頼
さ
れ
る
・
愛
さ
れ
る
商
工
会
議
所
を

め
ざ
し
て
お
り
ま
す
」
と
支
部
活
動
の
重

要
性
を
提
言
さ
れ
た
後
、
宴
が
始
ま
り
ま

し
た
。

１
階
ホ
ー
ル
で
は
、
若
手
実
力
派
女
性

カ
ル
テ
ッ
ト
「
ド
ロ
ッ
プ
」
に
よ
る
弦
楽

四
重
奏
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
生
誕

250
年
に
あ
た
り
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
曲
も

楽
し
め
る
演
奏
で
し
た
。

「
オ
ー
ク
の
間
」
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

赤
ワ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
正
副

会
頭
か
ら
提
供
さ
れ
た
高
品
質
な
赤
ワ
イ

ン
の
芳
醇
な
香
り
に
酔
い
、
美
味
し
い
ラ

ン
チ
と
歓
談
で
２
階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
も
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

中
庭
で
は
、
恒
例
の
縁
日
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
飴
細
工
、

新
粉
飴
、
べ
っ
こ
う

飴
の
実
演
が
お
こ
な

わ
れ
多
く
の
人
に
囲

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

わ
ず
か
２
時
間
の

園
遊
会
で
し
た
が
、

東
商
の
皆
様
と
た
く

さ
ん
の
企
業
の
方
々

と
の
交
流
が
充
実
し

た
ひ
と
時
と
な
り
ま

し
た
。

（
記
：
奥
永
久
美
）

東
商
園
遊
会

平
成
18
年
４
月
18
日（
火
）

桜
田
門
前
の
警
視
庁

横
へ
は
時
間
前
に
55
名

全
員
が
集
合
、
警
視
庁

の
中
へ
と
歩
を
進
め

ま
し
た
。
最
初
は
「
ふ

れ
あ
い
ひ
ろ
ば
警
視
庁
教
室
」
で
簡
単
な

ク
イ
ズ
と
警
視
庁
の
活
動
に
つ
い
て
の
ビ

デ
オ
上
映
。
様
々
な
役
割
・
活
動
を
分
か

り
や
す
い
映
像
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
つ
い
で
２
班
に
分
か
れ
て
「
通
信

指
令
セ
ン
タ
ー
」「
警
察
参
考
室
」
へ
。

「
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
」
は
実
際
に
「
110

番
」
の
電
話
を
受
け
る
場
所
。
一
日
平
均

５
０
５
０
件
の
電
話
が
あ
る
そ
う
で
す
。

偶
然
の
こ
と
な
が
ら
、
110
番
通
報
か
ら
緊

急
手
配
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
警
視
庁
の
事
件
へ
取
り
組
む
ス
ピ
ー

ド
感
と
保
安
に
対
す
る
熱
意
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
感
じ
ま
し
た
。「
警
察
参
考
室
」

で
は
明
治
以
来
の
警
察
の
歩
み
と
事
件
の

記
録
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
近
代
警
察
の
歴

史
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
警
視
庁
か
ら
歩
い
て
国
会
議
事
堂

へ
。
国
会
議
事
堂
の
正
面
を
見
な
が
ら
、

衆
議
院
の
見
学
入
り
口
。
こ
こ
で
さ
ら

に
14
名
の
会
員
が
参
加
、
総
勢
69
名
（
事

務
局
を
入
れ
て
71
名
）
が
国
会
議
事
堂
の

中
に
。
赤
じ
ゅ
う
た
ん
の
上
を
歩
き
な
が

ら
、
高
い
天
井
を
見
て
天
皇
陛
下
の
御
休

所
、
中
央
玄
関
の
上
へ
。
衆
議
院
議
場
で

は
議
場
の
見
学
席
に
腰
掛
け
、
案
内
を
聞

き
な
が
ら
目
の
前
に
広
が
る
雰
囲
気
を
味

わ
い
、
日
ご
ろ
テ
レ
ビ
中
継
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
国
の
最
高
機
関
の
空
間

を
体
験
し
ま
し
た
。
昼
食
は
議
員
会
館
で

「
国
会
弁
当
」
を
い
た
だ
き
、
コ
ー
ヒ
ー

の
後
、
吉
川
稲
美
副
会
長
の
挨
拶
で
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
見
学
す
る

機
会
が
な
い
内
容
だ
け
に
、
あ
っ
と
い
う

間
の
４
時
間
あ
ま
り
。
視
察
会
を
た
っ
ぷ

り
堪
能
し
ま
し
た
。

（
記
：
相
坂
柚
火
子
）

警
視
庁
本
部
・
国
会
議
事
堂
視
察
会

平
成
18
年
５
月
23
日（
火
）
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平成18年度　第1回・第2回研修会

創
業
か
ら
27
年
の
間
に
培
わ
れ
た
経
営

観
や
信
念
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
人
生

の
喜
怒
哀
楽
の
話
を
交
え
な
が
ら
の
講
演

に
、
参
加
し
た
120
名
の
会
員
が
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

吉
川
稲
美
副
会
長
は
青
春
時
代
を
佐
藤

栄
作
元
総
理
の
秘
書
と
し
て
活
躍
し
、
そ

こ
で
の
出
会
い
の
中
で
学
ん
だ
知
識
と
経

験
を
活
か
し
、
人
材
派
遣
・
通
訳
・ 

翻
訳

（
90
カ
国
を
扱
う
）
を
業
務
と
す
る
、
株
式

会
社 

吉
香
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
礼
儀
・
人
の
道
・
リ
ー
ダ
ー
の
条
件

と
い
う
事
を
中
心
に
秘
書
時
代
に
学
ん
だ

こ
と
か
ら
、
現
在
ま
で
の
経
営
観
や
信
念

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

と
く
に
、「
起
業
か
ら
現
在
ま
で
の
会

社
経
営
は
、
順
調
な
道
程
だ
け
で
は
な

く
、
一
時
は
倒
産
の
危
機
を
向
か
え
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
苦
い
経
験

か
ら
、
観
察
眼
・
洞
察
力
等
の
自
分
の
不

足
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
は
深
み
の
あ
る
、

真
実
を
見
抜
け
る
人
間
に
な
り
た
い
、
そ

の
た
め
に
自
分
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
」

と
思
わ
れ
、
結
局
、
そ
の
為
に
は
『
自
己

の
内
面
を
徹
底
的
に
見
つ
め
る
こ
と
』
で

あ
り
、『
原
因
は
外
に
あ
る
の
で
は
な
く

自
分
自
身
の
内
面
に
あ
る
』
と
い
う
こ
と

に
気
づ
き
、
こ
の
心
境
に
達
し
た
時
か

ら
、
想
像
以
上
に
好
転
し
苦
境
か
ら
立
ち

上
が
る
事
が
出
来
た
と
い
う
、
情
熱
の
あ

る
講
演
内
容
に
参
加
会
員
か
ら
は
感
動
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

（
記
：
佐
藤
廣
子
）

平
成
18
年
６
月
29
日
、
会
員
71
名
参
加

の
も
と
、
第
２
回
研
修
会
と
し
て
、
経
営

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
代
表
の
山
本
紀
久
雄
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
て
、「
世
界
か
ら
見
た
日

本
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

株
式
会
社
資
生
堂
で
化
粧
品
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
担
当
さ
れ
た
山
本
氏
は
、
世
界

各
国
の
生
活
文
化
事
情
を
つ
ぶ
さ
に
見
て

こ
ら
れ
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
こ
れ
か
ら

の
日
本
、
日
本
企
業
が
「
文
化
で
生
き
て

行
く
覚
悟
」
を
決
め
て
新
し
い
方
向
性
を

見
出
す
こ
と
、
日
本
文
化
が
海
外
で
は
た

い
へ
ん
注
目
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
山
本
氏
が
運
営

に
携
わ
っ
て
い
る
お
り
が
み
会
館
の
話
や
、

昨
今
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
大
人
の
塗
り

絵
の
話
題
に
触
れ
な
が
ら
、
伝
統
文
化
を

大
切
に
し
、
ト
ッ
プ
１
で
は
な
く
、
オ
ン

リ
ー
１
を
目
指
す
こ
と
の
重
要
性
を
伺
い

ま
し
た
。
会
員
か
ら
は
、
研
究
を
続
け
ら

れ
て
い
る
山
岡
鉄
舟
に
つ
い
て
の
質
問
な

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
記
：
金
原
好
紀
）

 

第
１
回
研
修
会 

「
経
営
の
基
本
は
自
己
研
鑽
」

講　

師
：
女
性
会
副
会
長　

吉
川 

稲
美 

氏
（
株
式
会
社
吉
香 

代
表
取
締
役
社
長
）

平
成
18
年
４
月
25
日（
火
）

 

第
２
回
研
修
会 

「
世
界
か
ら
見
た
日
本
の
魅
力
」

講　

師
：
山
本 

紀
久
雄 

氏
（
経
営
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
代
表
／
有
限
会
社
山
本
・
代
表
取
締
役
）

平
成
18
年
６
月
29
日（
木
）
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平成18年度　会員総会・新入社員オリエンテーション

６
月
13
日
午
後
５
時
半
か
ら
、
東
商
ビ

ル
・
国
際
会
議
場
で
平
成
18
年
度
の
会
員

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
72
名
の
新
入
会

員
を
含
め
150
名
以
上
が
参
加
し
、
齋
藤
朝

子
会
長
を
議
長
と
し
て
進
行
し
ま
し
た
。

本
総
会
で
は
、
副
会
長
が
事
業
報
告
、
事

業
計
画
、
収
支
決
算
お
よ
び
収
支
予
算
を

説
明
し
ま
し
た

引
き
続
き
監
査
役
の
佐
藤
廣
子
監
事
か

ら
、
監
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
議
件
は

了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
会
員
表
彰
が
行
わ
れ
、
役
員

を
６
年
間
以
上
お
務
め
に
な
り
、
退
任
さ

れ
た
11
名
に
、
今
日
の
東
商
女
性
会
の
基

礎
を
築
か
れ
た
貢
献
に
対
し
て
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
女
性
会
の
現
在
の

役
員
で
、
こ
れ
ま
で
９
年
間
以
上
役
員
を

お
務
め
い
た
だ
い
て
い
る
９
名
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
員
表
彰
と
は
、
平
成
16
年
度
に

小
泉
清
子
名
誉
会
長
が
全
商
女
性
連
・
会

長
の
折
に
制
定
さ
れ
た
制
度
で
「
全
商
女

性
連　

表
彰
規
則
」
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
東
商
女
性
会
に
お
い
て
も
、
こ
の
３

月
23
日
の
役
員
会
に
て
新
た
に
制
定
し
た

「
表
彰
内
規
」
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
石
井
須
美
さ

ん
は
92
歳
で
い
ま
だ
現
役
。
表
彰
状
を
授

与
さ
れ
た
伊
藤
瑛
位
子
さ
ん
が
、
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
移
動
し
、
小
泉
清
子

名
誉
会
長
の
乾
杯
か
ら
懇
親
会
が
開
か
れ
、

会
員
同
士
交
流
を
深
め
た
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

（
記
：
金
原
好
紀
）

平
成
18
年
６
月
13
日（
火
）会
員
総
会
前

の
午
後
５
時
よ
り
、
平
成
15
年
５
月
か
ら

現
在
ま
で
に
女
性
会
に
入
会
さ
れ
た
新

入
会
員
の
う
ち
50
名
と
役
員
10
名
が
出
席

し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

吉
川
稲
美
副
会
長
司
会
の
も
と
、
齋
藤

朝
子
会
長
よ
り
女
性
会
活
動
の
全
般
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
是
非
三
担
当
委
員

会
に
所
属
し
て
活
動
し
て
頂
く
よ
う
要
請

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
担
当
山
口
玲
子
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
新

年
懇
親
会
な
ど
定
例
の
交
流
事
業
の
ほ
か
過

去
１
年
間
に
行
わ
れ
た
観
劇
会
、
視
察
会
の

報
告
が
あ
り
、
今
後
も
女
性
会
な
ら
で
は
の

特
別
な
企
画
の
開
催
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
担
当
市
瀬
優
子
チ
ー
フ
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
か
ら
は
、
研
修
担
当
主
催
の
勉
強
会
、

講
演
会
の
様
子
。
ま
た
、
８
月
に
行
わ
れ
る

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
予
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
中
か
ら
講
師
を
選
び
、
そ
し
て

外
部
か
ら
も
公
私
共
に
魅
力
的
な
講
師
を

迎
え
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
研
修
会

活
動
を
続
け
て
い
く
と
の
活
動
方
針
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

情
報
・
広
報
担
当
石
野
康
子
リ
ー
ダ
ー

か
ら
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
『
東
商
Ｌ
Ａ

Ｄ
Ｙ
』『
女
性
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
の
作

成
に
つ
い
て
、
取
材
・
原
稿
・
企
画
・
校
正
・

編
集
を
全
て
担
当
委
員
で
行
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
今
後
は
会
員
相
互
の
情
報
交

換
の
場
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
企
画
し
て

い
る
た
め
、
是
非
新
入
会
員
の
協
力
を
願

い
た
い
旨
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

新
入
会
員
か
ら
は
、
所
属
担
当
の
中
途

変
更
が
可
能
か
、
各
担
当
の
活
動
頻
度
に

つ
い
て
の
質
問
が
な
さ
れ
、
今
後
の
新

入
会
員
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
：
石
野
康
子
）

　
 

平
成
18
年
度　

会
員
総
会

平
成
18
年
６
月
13
日 （
火
）

　

 

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

平
成
18
年
６
月
13
日 （
火
）
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第211回例会　講演会と懇親会・女性経営者ミーティング in 福島

台
風
16
号
、
17
号
が
直
撃
す
る
中
、
首

都
圏
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
主
催
、
女
性
経

営
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
福
島
県
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
富
岡
、
楢
葉
両
市
に
ま
た
が

る
150
万
㎡
に
設
置
さ
れ
た
福
島
第
二
原
発

を
見
学
。
累
型
６
１
５
９
億
kwh
の
電
力
が

発
電
さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ブ
園
や
太
陽
光
発
電
に
よ
る
噴
水

な
ど
地
元
住
民
の
方
と
の
交
流
に
努
力
さ

れ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

富
岡
町
「
学
び
の
森
」
に
場
所
を
移
し
、

福
島
・
新
潟
女
性
会
の
方
々
と
の
交
流
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
し
て
、
ゲ
ス
ト
に
峰
竜
太
氏

を
迎
え
、
地
元
へ
の
経
済
効
果
と
安
全
性

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
こ
こ
で

生
産
さ
れ
る

電
気
は
、
私

た
ち
は
使
え

な
い
の
よ

ね
。
こ
の
辺

り
は
夜
に
な

る
と
真
っ
暗

で
…
。
で
も

東
京
に
行
っ

た
時
、
夜
で

も
光
々
と
明

か
り
が
灯
っ

て
い
て
、
こ

の
電
気
は
私

た
ち
の
と
こ

ろ
で
作
っ
て

い
る
ん
だ

わ
っ
て
思
っ

た
わ
」
と
い

う
新
潟
会
員

の
お
言
葉
が

印
象
的
で
し

た
。

翌
日
は
大
熊
町
、
双
葉
町
に
ま
た
が
る

約
350
万
㎡
の
敷
地
に
あ
る
、
30
年
前
に
設

置
さ
れ
た
沸
騰
水
型
原
子
炉
の
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
時

多
発
テ
ロ
以
降
特
別
保
安
対
策
が
実
施
さ

れ
、
靴
の
履
き
か
え
や
身
分
証
の
提
示
等

厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

資
源
の
乏
し
い
日
本
で
安
定
し
た
電
力

を
得
る
た
め
、
ウ
ラ
ン
燃
料
よ
る
発
電
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
が
眠
っ
て

い
る
間
も
電
気
は
送
ら
れ
続
け
消
費
さ
れ

続
け
て
い
ま
す
。

「
福
島
、
新
潟
の
皆
様
、
今
日
も
一
日

電
気
を
あ
り
が
と
う
」

（
記
：
瀬
良
衣
香
）

「
勝
ち
続
け
る
経
営 

〜
経
営
の
五
本
柱
〜
」

Ｉ
Ｓ
Ｋ
経
営
塾
塾
頭　

飯
塚
保
人
氏

16
名
の
新
入
会
員
を
含
め
約
60
名
の
会

員
が
出
席
し
、
第
211
回
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

齋
藤
朝
子
会
長
の
開
催
の
挨
拶
、
山
崎

登
美
子
副
会
長
か
ら
講
師
紹
介
。
勝
ち
続

け
る
経
営
に
関
し
、
５
個
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
基
に
飯
塚
先
生
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に

徹
す
る
こ
と
が
経
営
で
勝
ち
続
け
る
原
理

原
則
で
あ
る
こ
と
。
勝
ち
続
け
る
た
め
に

は
、
常
に
意
識
改
革
を
行
い
、
自
社
事
業

の
優
位
性
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
行
動
の
習
慣
化
に
よ
り
「
決
め
て
徹

す
る
」
と
い
う
勝
ち
続
け
る
ポ
イ
ン
ト
が

実
現
で
き
る
と
い
う
内
容
の
お
話
の
後
、

出
席
者
の
一
部
が
感
想
等
を
述
べ
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
記
：
戸
塚
美
砂
）

講
演
会
終
了
後
、
東
商
８
Ｆ
ス
カ
イ

ル
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
に
は
、

約
60
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
吉
川

稲
美
副
会
長
の
進
行
の
も
と
、
講
演
会
で

講
師
の
飯
塚
保
人
氏
の
お
っ
し
ゃ
っ
た

『
必
ず
実
行
す
る
』
と
い
う
言
葉
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
明
る
く
爽
や
か
な
雰
囲
気

の
中
の
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
渡
辺
光
子
副
会
長
よ
り
「
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
名
刺
交
換
を
し
て
、
交
流

が
活
発
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
挨
拶
が

あ
り
、
乾
杯
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で
開

催
予
定
の
「
チ
ア
！  

ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン

２
０
０
６ 

in 
東
京
」「
東
商
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
な
ご
や
か
な
歓
談
・
食

事
の
な
か
、
小
林
栄
子
副
会
長
よ
り
、
今

会
に
参
加
の
15
名
の
新
入
会
員
の
紹
介
が

さ
れ
、
自
己
紹
介
と

し
て
会
社
の
事
業
な

ど
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
安
間
百
合

子
副
会
長
の
挨
拶

で
、
会
員
交
流
が
一

層
活
発
に
な
る
こ
と

を
祈
念
し
て
、
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
：
相
坂
柚
火
子
）

　
 

第
211
回
例
会　

講
演
会
と
懇
親
会

平
成
18
年
９
月
26
日 （
火
）

　

 

女
性
経
営
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

in 

福
島

　
　

 

～
電
気
が
む
す
ぶ
交
流
の
輪
～　
　　

　

平
成
18
年
10
月
６
日（
金
）〜
７
日（
土
）　　




